














































































































不幸を考へたらどんな苦労でも忍べると忠ひます。君もよく考へて呉れ 6 月 21 日頃から又豊橋へ帰る
から少しl止の 111 を見るたしになると思ふから一度出かけて来ませんか玉庭の狭い所を許り見て居るか
ら不満も起き〔る〕ものだ御出を待つ
〔 II自手1122年〕 6 月 17 日 本間
（文中〔〕内は補足。本文一部省略）
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